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7月は自治労労働安全衛生月間
100時間超の時間外勤務は、過労死、メンタルヘルス不全発生の温床です！
「他人事」ではありません！長時間労働をして、なんとも無い方が「異常」なのです！

公式データでも100人以上が100時間超

7月17日、第156回神奈川県安全衛生委員会が開かれ、神奈川県職場における長時間勤務の実態と産業医による面接状況（裏面表）が明らかにされました。
当局の公式データ（※）によっても、年間100人以上が100時間超、2～6ヶ月平均80時間超の過労死水準の残業を行っていることになります。

また、人事当局によると本年4月1日時点の休職者は62名で、そのうち57名が精神疾患であり、実に全体の９割強を占めています。（昨年度：休職者56名、うち精神疾患45名）。

長期にわたる長時間の過重労働は、個人の体力や性格を超えて、多くの職員の心身を破壊することは、厚生労働省の通知からも明らかです。
（※）時間外勤務手当が支給されている労働時間で、未払い残業が横行している中では、残業全体の、ほんの一部であると組合は考えています。

厚生労働省も認める過重労働の問題
厚生労働省は、平成23年2月16日付けの「過重労働による健康障害防止のための総合対策についての一部改正について」において、「長時間にわたる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらす最も重要な要因と考えられ、さらには、脳・心臓疾患の発症との関連性が強いという医学的知見が得られている。」とし、次のとおり考え方を示しました。

	（１）発症前1か月間ないし6か月間にわたって1か月当たりおおむね45時間を超える時間外労働が認められない場合は、業務と発症との関連性が弱いと判断されるが、おおむね45時間を超えて時間外労働時間が長くなるほど、業務と発症との関連性が徐々に強まるものと判断されること
（２）発症前1か月間におおむね100時間を超える時間外労働が認められる場合又は発症前２か月間ないし6か月間にわたって1か月当たりおおむね80時間を超える時間外労働が認められる場合は、業務と発症との関連性が強いと判断されること


事業者が講ずべき措置等

　上記の考え方に基づき、過重労働による労働者の健康障害を防止することを目的として、厚生労働省は以下のとおり事業者が講ずべき措置等を定めました。

１．時間外労働の削減
（１）時間外労働は本来臨時的な場合に行われるものであること、また、「労働時間の延長の限度等に関する基準」（年間360時間以内）に適合したものとなるようにする。
（２）事業者は、時間外労働を月45時間以下とするよう適切な労働時間管理に努めるものとする。
（３）事業者は、労働時間の適正な把握を行うものとする。
２．年次有給休暇の取得促進
　事業者は、各種助成制度の活用などにより、年次有給休暇の取得しやすい職場環境づくり及び具体的な年次有給休暇の取得促進を図るものとする。
３．労働者の健康管理に係る措置の徹底
（１）健康診断の実施等の徹底
　　事業者は、労働安全衛生法（に基づく）健康診断結果についての医師からの意見聴取、健康診断実施後の措置、保健指導等を確実に実施する。
（２）産業医等による助言指導等
　ア　月45時間を超える時間外労働をさせた場合については、事業者は、当該労働をした労働者に関する作業環境、労働時間、深夜業の回数及び時間数、過去の健康診断の結果等に関する情報を、産業医に提供し、事業場における健康管理について産業医等による助言指導を受けるものとする。
　イ　月100時間を超える時間外労働を行わせた場合又は2か月間ないし6か月間の1か月平均の時間外労働を80時間を超えて行わせた場合については、業務と脳・心臓疾患の発症との関連性が強いと判断されることから、事業者は、上記アの措置に加えて、作業環境、労働時間、深夜業の回数及び時間数、過去の健康診断の結果等の当該労働をした労働者に関する情報を産業医等に提供し、当該労働を行った労働者に産業医等の面接による保健指導を受けさせるものとする。また、産業医等が必要と認める場合にあっては産業医等が必要と認める項目について健康診断を受診させ、その結果に基づき、当該産業医等の意見を聴き、必要な事後措置を行うものとする。

　ウ　過重労働による業務上の疾病を発生させた場合には、事業者は、産業医等の助言を受け、又は必要に応じて労働衛生コンサルタントの活用を図りながら、次のとおり原因の究明及び再発防止の徹底を図るものとする。
所属長は法的責任を問われますよ！
　過重労働が、心身に重大なダメージを与えることが認知され、前述のように厚生労働省からも事業者の責務が示されています。

　こうした中で、過労死水準の働き方を是正せず、過重労働による業務上の疾病が発生した場合、所属長は「安全配慮義務違反」に問われ、さらに、労働基準関係法令違反が認められれば、厚生労働省は「司法処分を含めて厳正に対処する」としています。
　時間外勤務手当はいくらカットできても、職員がメンタルヘルス不全を含めて様々な病気を発症すれば、所属長（組織全体であれば労務当局も！）の責任は免れません。

　このことを当事者は肝に銘じてください！

長時間勤務の実態と産業医による面接状況

	月
	月100時間超
	2～6月平均

月80時間超
	45時間超

100時間未満

	
	勤務者
	面接
	勤務者
	面接
	勤務者
	面接

	４
	0
	0
	0
	0
	103
	0

	
	11
	0
	0
	0
	115
	0

	５
	2
	0
	7
	0
	108
	5

	
	13
	1
	5
	0
	119
	0

	６
	1
	0
	6
	0
	119
	0

	
	4
	1
	15
	0
	166
	0

	７
	2
	0
	4
	0
	83
	0

	
	0
	0
	13
	0
	117
	0

	８
	1
	0
	4
	1
	55
	0

	
	1
	0
	9
	0
	97
	0

	９
	0
	0
	6
	0
	102
	0

	
	1
	0
	5
	0
	99
	0

	10
	2
	0
	5
	0
	140
	0

	
	0
	0
	5
	0
	105
	1

	11
	6
	0
	12
	0
	133
	0

	
	3
	0
	6
	0
	145
	0

	12
	13
	0
	14
	0
	92
	0

	
	0
	0
	16
	0
	109
	3

	１
	31
	0
	9
	0
	118
	0

	
	25
	0
	10
	0
	177
	0

	２
	44
	0
	15
	0
	155
	2

	
	49
	0
	17
	0
	205
	0

	３
	32
	0
	28
	0
	320
	1

	
	38
	2
	42
	0
	165
	0

	合

計
	134
	0
	110
	1
	1,528
	12

	
	145
	4
	143
	0
	1,619
	4


※上段は24年度、下段は23年度実績。

※100時間超、80時間超は、本人の希望または産業医が必要と認めた場合に面接。45時間超は本人または所属長が必要と認めた場合に面接。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































